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ブ ー ル ベ ニ ア 菌 研 究 手 引

A guide to the study of the Laboulbeniales

Keiich SuGIYAMA*

ラブーベニア菌は子のう菌綱中の特異な一日 (Laboulbeniales)を 形成するもので,その全部の種類が節
足動物の微小な外部寄生菌として知られている。寄主の大部分は昆虫であり,その中でも圧倒的に多いのは

甲虫 (鞘麹日)である。昆虫のほかには,かなりの数のダニ類及びごく少数のヤスデ類が知られている。
ラブールベニア菌は,現在 4科 115属に分類されており,それらに属する種及び変種をあわせると1700あ
まりが全世界から知られている。本菌は寄生菌とはいえ寄主昆虫に及ぼす影響は顕著ではない。 したがっ
て,天敵としてこれを害虫駆除などに用いることは有望ではない。

昆虫等の体上に寄生したラブールベニア菌を肉眼で発見することはゃゃ困難である。微小であることもさ
ることながら,一見それらは寄主そのものの毛,剛毛等の突出物と区別出来ない場合が多いからでぁる。

I ラブールベニア菌の特徴

ラブールベニア菌は以下の諸点で子のう菌綱の他の日の菌と明確に区別される。

1・ 菌体は明瞭な個体性をもち,定まった,あるいは比較的限られた数の細胞からなる。
2.菌体の一端はいわゆる足 (foot)を形成し,寄主体上に固着している。ごく少数の種類では寄主内体
にのびる吸器が確認されている。

3.有性生殖は造精器から放出された単細胞,不動の精子が蔵果器の上に生じた受精毛に付着することに
よって開始される。

4.胞子は二細胞ょり成り,紡錐形である。ゼラチン質の外被に包まれている。

I形 態 及 び 科 の 分 類

ラブールニア菌の菌体は 1.足 (fOot)2.托 (receptacle)3.被子器 (perithecium)4.蔵精器 (anth_
eridium)及 び 5.付属体 (appendage)か ら成っている。托は菌の主体 (栄養体)であり,他のすべての
器管はその上に生ずる。托は胞子が寄主体上で足を生じた後,縦横の細胞分裂が くり返されることによって
形成される,胞子の長軸に対して横方向の分裂のみがくり返された場合には, ■″′グο′,りσιs属にみられる
ように一列の細胞から成る糸状の托が形成され,縦横の分裂が組合わされた場合には Zガ J切りσιs,
3曖ο″ο″ッειs属などにみられるような巾広い托が形成される。
托を形成する細胞のうち,頂端に近い比較的少数の細胞は,も との二細胞の胞子の上の細胞に起源をもち ,

大部分の器管を形成する下方の細胞は下の細胞に起源をもつ。前者を第一付属体 (primary appenda ge,

と呼ぶ学者もあるが,多 くの属では形態的に下方の細胞と区別しがたく,無理に付属体と名づける必要はな
いように思える。

付属体 (appendage)は したがってゃゃあいまいな概念であるが,いちおう,菌体の様々な部分からの糸
状の突出物であると定義しておく。ιαιο%ルι″グα属のように托が上方で枝分れしている場合にはこれらの枝
は付属体とは見なされない。単細l12の付属体は Rグσ力′α属において顕著である。多細胞で枝分れのない糸状
の付属体は R力αιλοttraS,E22αιレ切りιιs属で顕著である。D%ο″οηノειS属では付属体は糸状で時に分
岐する。またこの属では造精器が付属体上に形成される。

被子器は多くの属で卵形,紡錐形,レモン形に近い形をしている。柄にょって托と結ばれている。柄は数

*静岡大学教育学部生物学教室 静岡市大谷836 Faculty of Education,Shizuoka University,
836, Oya Shizuoka



Nat.Hist.TOkai Dist. No.1 1. 1974

個から十数個の細Ilaから成り,かなりの属では托から突出するが,他のものでは托に密着し,一見被子器は

無柄のように見える。被子器の本体は二重膜のふくろと,内部の造のう器,子のう等から成っている。ふつ

う頂端に一個の孔があり,成熟した胞子はこの孔から外部へ放出される。一個の子のう中に生ずる胞子数は

通常 4個である。内部で胞子が成熟すると子のうは消失し,胞子は被子器内に放出される。大部分の菌では

被子器が透明であるため,内部に充満した胞子を外から観察することが出来る。

胞子の形は全種類を通じて,二細胞,紡錐形と一定している。このことはラブールベニアロが系統的に単
一であることを示しているように思われる。胞子を形成する二細胞のうち一つは他より長く,最初足を形成

するのはこの大形の細胞である。胞子はまた粘着性の物質に包まれており,寄主体上に付着しやすくなつて
いる。胞子は被子器の内部の圧力により放出されるが,子のう菌の多くに見られるように強力に射出される

のではなく,比較的ゆるやかに放出されるようである。

造精器は,その構造の相異によつてラブールベニア菌中の科を分けるものである。その一は精子を外生す

るもので,外生造精器と名づけられる。これは托上に生じた小枝状のもので,その先端の細胞が離脱して精

子となる。 このような造精器を持つ菌群をさらに托の大小でわけ,それぞれ Zodiomycetaceae,CeratO_

mycetaceaeの 二科に分類する。他の一つは内生造精器である。 これにトックリ状の器官であり,精子は内
部に生じ,頂端の孔により外部に放出される。このような内生造精器はさらに,一個づつが離れて生ずる単

純造精器 (Simple antheridium)と 多数が集合して一個をなす複合造精器 (COmpOund anthe」 dium)と に分

けられる。前者を持つ菌群を Loboulbeniaceae,後 者を持つ菌群を Peyritschiellaceaeと 二科に分類する。

Ⅲ 寄 主  と の 関 係

先にも述べたように,ラ ブールベニア菌はすべて節足動物の外部寄生者である。そしてその寄主の大部分

は昆虫であり他には少数のダニ類,一種類のヤスデが寄主として知られているに過ぎない。圧倒的に多くの

被寄生種を含むものは鞘翅類である。その中でも,特に歩行虫科は寄生率の高いことで知られ,ハネカクシ

科は寄生菌の属数が多いことで知られている。その他,キノコムシ科,ガムシ科,ゲ ンゴロウ科,ミ ズスマ

シ科,テ ントウダマシ科,′ ムヽシ科,ゾ ウムシ科などの昆虫が寄主として知られている。鞘翅日以外では双

麹目にかなりの寄主昆虫が含まれるが,その他の日では膜翅目のアリの数種,シロアリロに 1種が記録され

ている程度である。

ラブールベニア菌と寄主昆虫との関係で特筆すべきことは,各種各属の菌がかなり厳密な寄主選択性を有

することである。通常一種類の菌の寄主選択範囲が一属の昆虫に,一属の菌群のそれは広くとも一科の昆虫
に限られるようである。もちろん例外もあり,一種類の菌が数属あるいは2～ 3の科の昆虫にまたがるよう

な場合も知られている。

ある菌では寄生の範囲がさらに狭く,一種類の昆虫の体上の特定の部位のみに寄生するような実例が知ら

れている。このように厳繁な選択寄生性の原因について研究することは意義のあることと思われる。

Ⅳ 研

ラブールベニア菌は18ω年 ,フ ランスの昆虫学者である LabOulben及び ROugetに よりその存在を認め

られたが,明確に菌として記載されたのは1853年 MOntagne及び Robinによってであつた。その後,数人
の学者によつて数種類の菌が発見命名された。

1873年 Peyritschに よって,それまでに発見された菌類は5属 12種に分類され Laboulbenia科が設立さ

れた。

ラブールベニア菌の研究が大きな発展をとげたのはアメリカの菌学者 Thaxterの 業積である。1896年か

ら1931年にかけて彼によって発表された 5巻のモノグラフは本菌研究史上の金字塔とも云うべきもので,彼
によつて定められた分類の大綱は現在も大部分の学者によって踏襲されている。彼によって記載された菌は

103属 1260種 にも及び,ラ ブールベニア菌の子のう菌として特徴も彼によって明確にされた。
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その後数多くの学者によって,世界各地からラブールベニア菌が記載されたが,それらのすべてをあわせ
ても,Thaxterによつて記載された種類数の何分の一かに過ぎない。

我国におけるラブールベニア菌の研究もやはり Thaxterに よって先鞭をつけられたものである。彼のモ

ノグラフ中に6属 18種 2変種が日本産としてあげられている。

日本人学者としてラブールベニア菌に興味を抱いたのは石川恒春 ,岸田久吉,黒佐和義などであった。なか

んずく石川は1912年以来精力的にこの菌の研究にとり組み多数の標本を作成したが残念にも,1966年 RJιたた

属についての論文を発表された数年後に没せられた。岸田はダニ類の研究家として著名であるが,ク ヮガタ
ムシに寄生するダニに寄生するラブールベニア菌として Dグ″ι′"り

ιιS属の一種を記載した,黒佐は昆虫及
びダニの研究家であるが,飼育中のアオバアリガタハネカクシの体上に発生する Lαらο

“
ルι″滋 属の一種に

ついて報告した。

筆者は1956年学位論文のテーマとしてこの菌の分類学的研究に着手した。前出の黒佐氏によって適切な助

言,協力を受けつつ数年間に相当数の菌を採集した。前記のように石川氏は1968年に死去されたが,遺され
た標本及び採集記録すべては氏の子息により筆者に贈られた。このようにして入手された標本にもとずいて

筆者は1973年 16属
"種
を我国から記載した。

V 日本産ラブールペニア菌

現在我国から16属 59種のラブールニベア菌が知られている。1972年までの既知種のうち筆者のモノグラフ

に再記載されなかったものは,岸田によって発見された Dグ″″切りι′s属の一種であるが,これは原記載が

簡単すぎていて種を確認できなかったこと,標本の所在が不明で,直接観察できなかったことからのぞいた

ものである。日本産 7属 7種のみ図説した (附図参照)。

日本産16属 58種は次のようなものである。

日 本 産 ラ ブ ー ル ベ ニ ア 菌

1.Autoicomyces属

4.′αp。″′ι%s THAX.

2. Cantharomyces,調

α ′π′

`″

%s Thax., Ctノα″ ″′ι″S SUGIY.

3. Chitonomyces属

α ら′αιssα″J“s Thax., C.ど″″ι″zι″′αs THAX., Cノ ά α″′″S′S THAX.,α π″α″αrンs
PEYR., C.夕αrα′ο″αs(Peyr.)THAX.

4. Corethromyces,記

C.′αυのィ″s THAX.

5.Dichomyces属
D.ι′メοr22,′ S THAX., D.∫″ c′メ′″ THAX., D.υ

“
′gαtts THAX

6.Dioicomyces属

D.メο″″zιοπZ THAX.

7. Enathromyces属

E.″″
`“
s THAX.

8.Euzodiom“ es属

E.′αιん
“
ら″グ THAX.

9. Filariomyces属

ユ ん″ルσ″′
“
 SHANOR

10.  Hydraeomyces属



Nat Hist.TOkai Dist. No.1 Sept.  1. 1974

鳳 /2α′′夕′ガ (ThaX.)THAX.

11.Kainomyces属

K αι″ι
`′

あι THAX.

12. Laboulbenia属

Z αgο″ブ SuGIY., ι α″ά ′οgι′
`′

″ THAX., ι. らο,マα′Js SPEG., L ら,κκ/1グο″ッσ方′
THAX.,L.ιαメ′″THAX.,ι .ιιルsιゲα′Js THAX.,L.ε ′′sιαια THAX., L.`″ _5πS THAX.,
L.ル sιグι

“
洗ιια PEYR., L.メ′′グメ

`′

η THAX., L.∫ιαg`′″ια SuGIY., L.グ ″ιι″′″ιグJα
THAX., L.′ sん′たα

“
じグ SUGIY., ι.′αp。′7グσα THAX., L.″α″α SUGIY., L.″′ι′Jαι

PEYR., L.ο た″′,多″″αグ SUGIY., L.ο ″ι″″ZJ, THAX., L.夕λι″ο′sοク晟 THAX.,
L・ 夕οり p/2α gα  THAX., L.´ ″ο″ル解″s THAX., ι.´″οみf・2″″s THAX. var.
グ′υα″グιαtt THAX., ι.夕″

`″
οS′グε/2ゴ  THAX, L.夕″S′′′α THAX., ι。7‐Oαgιガグ NIoNT.

et RoBIN。 , L.″″α′ SuGIY., 二.ι
`κ
みys THAX., ι.υ″ιF′‐グs PEYR., L.yο sみグααゴ

SUGIY.

13.Misgomyces属
Mグ ySσ力′″′ THAX.

14.  Peyritschiella

2ι′′υ″α THAX.

15.Rhachomyces属

R.οσyク″ SuGIY. R た́グノο″ιλグ″″s THAX.
16.Rickia属
R α″ιノ′9´ブ THAX., R.グ Jε 7tοιο″ια THAX., R.`ρ Jsrdψ力α` ISHIK., R.た αttα sαた′J
ISHIK., R.′ぉ′グ″αι SUGIY., R.″ yει′グ″α′ SUGIY。 , R.″炒′ο″ι″SグS ISHIK.,
R ι0222α″′ THAX.

今後研究が進めば,日 本産のラブールベニア菌の種類数は倍カロすると思われる。1962年に発表 された中部
ョーロッパ (ドィッ語圏)の ラブールベニア菌のリス トには 160種あまりが挙げられている。昆虫類の豊富
さから考えて,我国においてこれを上まわる種類数が発見されても不思議ではない。

Ⅵ 標  本  作  成

ラブールベニア菌の採集とは昆虫の採集をすることである。ただし,平均的寄生率は 1パーセント以下で
あるから数多くの昆虫を採集する必要がある。ここでは比較的寄生率の高いものをあげておく。

1.ゴモ クム シ類 (Carabidae)
この仲間は畑などの積草の下にごく普通であり,一日数百頭を採集することも不可能ではない。ただ
し,かたまつている場合には羽化直後のことが多 く,寄生率が低いこともある。このようなものは土を
入れた容器でイトミミズ等を餌 として10日 間程飼っておくと菌の発生がみられることが多い。同様の場

所でナガゴミムシ属 ,ホ シボシゴミムシ属の甲虫も採集出来 ,同様に寄生率は高い。以上の昆虫類には
Zαらο″ルι″″ 属のみが寄生する。

2.ミ ズギワゴミムシ類 (Carabidae)
清流の岸辺で砂利の下に生息する小型のゴミムシである。寄生菌はιαらο%′レ″′α属のものであるが ,

数種の菌がいわゆる寄生部位選択性を示す。

3.ョ ツボシテントウムシダマシ (EndOmychidae)
畑地の積草下などで多量に採集できる甲虫である。鞘翔の表面にかなりの高率で Rグιたグα απり′″どが

発生する。

4.ミ ズ ス マ シ類 (Gyrinidae)
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場所によって高率に ιαらο″らι″″ 属が寄生している。寄生部位は常に鞘姻後縁である。

5.アオバアリガタハネカクシ (Staphilinidae)
草地などに多く,かなり高率に ιαιοクルι″″ ι′ゼ此 た が寄生する。キュウリを餌としてかなりの期
間飼育できる。多数を狭い容器で飼育しておくと菌の伝染,増加がみられるという。

寄主昆虫は採集と同時に殺虫管で殺してもさしつかえない。菌の細胞学的研究をくわしく行おうとするな

らば,70%ア ルコールで寄主ごと固定すれば良い。保存されている昆虫標本上でもラブールベニア菌が発見

されるが,こ のようなものでも標本とすることができる。

ラブールベニア菌を寄主体からとりはずす作業は双眼顕微鏡下で行う。柄つき針の先端で菌の足を横から

突くようにすると比較的容易にはずれる。

永久プレパラートのためのマウント液はラクトフエノール,ベルレーゼ液などが良い。標本は普通染色し

ない。菌体のもつ微妙な色あいが分類に用いられるためである。昆虫標本上より得られた乾燥した菌体でも

マウントしてから数時間後には液を吸収して立派な標本になる。標本として一番困ることは,多量のゴミが

付着したものである。付属体にはとくにゴミの付着が著るしい。これをのぞくためには,寄主の体ごと洗剤

液の中に漬してゆすり,後に水洗する。

Ⅶ 日本産ラブールペニア菌の寄生昆虫

寄 主 昆 虫

1・ 鞘  翅  目

ANTHICIDAE
Fο′・″,′ιο″%Sら″α″ιι77ZS

CARABIDAE

4gο″π′π Sy´みグS

A″グsοααιttJ″ Sp″″σ姥′́ ι″″JS

Aπ Jsοどαιり″%SSグg″αιτιs

24″′sο aαιιy′αs ″″′ι%,ク′aα″%s

ノ4″ 9ク′οgικJ″ s σyα 77ι sιι″S

B′′ηら″′′ο″ グο′ο′οsク′π

Bι″多うグ′′ο″ ″多οttαω′ιZJ

Bι′′ル′″ο″ο
"ν
gり′″″α

Bι″らグ蒻ο″p。,p″

B“″みゲ″πs sιO″0″ι
`d●
S

B4αεんJ″″s s″ι″οグι′
“
s

Cみ″ι′,ルs pα′′́ ιs

Ch′α′″グ″s pos″グ
`α
′グs

C力′αι″グαs vα″Jσο″′1ブ s

Cンゴυガ″z ω′s″ω00″

D´′οοみιグ滋 Z`ι″″″
“

D″′ο%S“′′gαιクs

D り`ヽ ′α′α′ο″′εα

ρySιみ″づαS ιみ″οsιι″s

ラブールペニア菌

D′ο′ιοπノειSメο″″′οο′ガ

Zαらο″″ι′″グα4gο″′

ιαらο″ル
`″
グα∫″g″あた

ιαらο
“
′ιιπグαル′グメσπ

二αらο%′みι″ゲαグ′2た77Zι aiα

ιαらο″′ι
`″
滋 のη
`ψ
あg′″′ゲ

Lαιο%′ι′″グαυ″ιg″ブs

Lαらο″Jら′″′αυ%ιgα″′s

Lαらο″′らι″ゴαノοs力′αα′

ιαらο%ルι″″ υ
“
ιg晟∫

ιαらοクルι″グαノ″ο″グ
“
, L.ο rグι″″″s, ι.´′

`sゲ

′″

L.′ όzgιιググ

23αιο″′ι′″′α rο″gιιググ

Lαらο%′らι″′α ″́ο″メ′
“
α″S

Lαらοα′らι′′α′α′g“α

ιαιο″ιらιπブαι″ゴ
`zα
, L.夕 ,っ″メ̀

ra77s
Pcッ′グιsιんグι′′αι′′υグ″αι

ιαらοπ′ιι″′α′″ο″メο″″S var.れα′‐ゴ
“
″

ιαらοπ′ι′″ノαグsλ′たαωα′

Lαιο%′らι″グα σι′ιsιグα″Fs                      ,

Msgα″メιs′レSσλ″ググ
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⊇ySιλ″グ″Sgら,ιげus

pysεみブri“sり磐ο′″S′ S
pysιレ i%s oυ″ο″″s

月し,α′οπfπιιιs α″arιω′sJ

τヽらriα οιλο″Jοα
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Ⅶ 文

現在まで知られた日本産ラブールベニア菌は一種をのぞいて,筆者のモノグラフに記載図示されている。
これは GINKGOANA誌 (ア カデミア書店発行)第 2巻として発表され (1973),表題は Species and
Genera of the Laboulbeniales in」 apanで ある。普通種は大部分記載したつもりであるが,自 ら新種発見
の意気にもえるむきは,直接 Thaxterの モノグラフを入手することをおす めゝしたい。最近復刻版が出た
ので入手はさほど困難ではない。表題は ContriЪution towards a monograph of LabOulbeniales Part I

よりVで ,原論文は MemOir of American Academy of Artt and Science誌 の12(1896),13(1908),
14(192),15(1926),16(1931), の各巻として発表された。その他の文献は少数の種類の発表されたも
のが大部分であるので,専門家を志す人以外にはとりあえず必要ないであろう。

Sunll■ary

The order Laboulbeniales is a fungus group belonging tO AscOmycetes. All species Of this

fungus group are nlinute exoparasites of Arthropoda, especially of insects. The present paper

introduces fundamental knowledges necessary for the study Of this fungus grOup.

献
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図 1. Rグιた′αα″
`ッ
′9ク′THAX. × 670

図 2. D′ελο″りε′S υα′gαι″s THAX. × 560
図 3.3蒻 ο″りιιsル″レク″ι SHANORの発芽した胞子 X looo
図 4. C″″

“
ο″ッε′S″″ιr"ιググ″s THAX. × 560

図 5.E″ zο″ブο″ッιιs″″″οらJグ THAX.の単純造精器 (先端に 2箇)× 1130
図 6. Lαιο%′ιι′ガα ゅゝ ο″グεZr″ THAX. × ηo
図 7. Dグο′σο″ッε′Sメ″″グεο777グ TIIIIAX × 270


